
児童生徒が使うＩＣＴ研修４「考えを伝えるために～ＩＣＴ機器を使って～」を始めます。
（★）
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この研修のゴールは、「集めた情報や自分の考えを分かりやすく説明するための工夫
を考える。」です。
（★）
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考えを伝える際に欠かせない三つのポイントを簡単におさえておきます。
一つ目は、「伝える目的と内容、聞き手をしっかり把握する」ということです。
・何を発表するのかという、テーマ
・誰に発表するのかという、ターゲット
・何を伝えたいのかという、目的
・どのような資料を基にするのかという、データ

このような基本的事項について把握し、伝える活動のイメージを最初にしっかり固める
ことが大事です。
（★）
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二つ目は、「場所と時間を把握し、ストーリーを決める」ということです。
・どこを会場にどれだけの時間伝えられるのかという、場所と時間を把握させます。
→いくら伝えたいことがあっても、時間の長短によって伝える内容を精選する必要があ
ります。限られた時間の中で、聞き手の記憶に残せる内容を盛り込むことが大事です。
・どのような流れで考えを伝えるかという、ストーリーを考えさせます。
→聞き手に対して伝えたい目的をどれだけ印象付けられるかが重要です。そのために

は、聞き手を引き寄せるストーリーを組み立てて、理解と納得を促す仕掛けが必要に
なります。
（★）
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三つ目は、「聞き手に伝わるように話し方を工夫する」ということです。
声の大きさや抑揚に気を付け、メリハリのある話し方で聞き手の意識を引きつけます。

原稿を読むような伝え方をせず、キーワードを基に話せるレベルになるまで自分のレ
ベルに合わせて練習を繰り返させましょう。

聞き手がどのような反応をしているかを見て、身振り手振りを交えながら意識を向けさ
せることも必要です。
（★）
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それでは、伝え方の工夫を考えるために、「学校ＰＲ」をテーマに、「１分で伝える活動」
を演習してみましょう。
まず、手順を説明します。

タブレットやデジカメ、紙、ペンなどを使って、伝えるための提示資料を写真や動画に
撮って作成します。

↓
（※次のスライドに続きます。）
（★）
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発表時間は１分ですので、提示資料は５枚以内にしましょう。

紙に手書きしたＰＲを写真に撮ったり、学校を象徴するものを写真や動画に撮ったりし
て、すぐに発表に使える提示資料を準備しましょう。
資料作成時間は５分です。
（★）
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伝えるための提示資料が準備できたら、
各グループの発表をしてもらいます。発表時間は１分です。

それでは、提示資料の作成【５分】から始めてください。

（発表終了後）
（★）
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紙とペンだけでも、伝えるための提示資料は作成できます。

しかし、ＩＣＴ機器を使うことによって、発表者にとっては、表現の幅が広がるとともに、ス
ライド等の順番を簡単に変えられ、話の筋道を立てやすいと言えます。

一方で、聞き手にとっては、視覚効果もあって内容の理解がしやすく、発表者の伝えた
いことを評価しやすくなると言えます。
必要に応じて、伝える活動にＩＣＴ機器の活用を促していきましょう。
（★）
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ここで、伝える活動におけるＩＣＴ活用の工夫についてまとめておきます。

・見やすい文字の大きさにし、１画面にたくさんの文字を表示しない（１画面に１メッセー
ジをめざす）
・色や文字位置などのレイアウトに統一感を出し、色を多用しない

・マルチなデータを挿入できるので、写真やグラフなどの視覚的効果を高める資料を効
果的に使う
・写真やグラフはできるだけ大きく表示する
・伝えたいことを文章ではなく、キーワードやキーセンテンスで表現する
その他、アニメーションは特に必要な部分にだけ設定することもポイントの一つです。
（★）
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最後に、
伝える活動では、「どれだけ相手に伝わったか」が問われます。
限られた時間の中で、いかに聞き手の理解と納得が得られるかが重視されるものです。

（★）ＩＣＴ機器を活用した提示によって、聞き手の理解と納得を促しやすくなることを意
識させましょう。
以上で、考えを伝えるために～ＩＣＴ機器を使って～の研修を終わります。

（※補足資料は、必要に応じて紹介してください。）
（★）
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（※補足資料は、必要に応じて紹介してください。）

子どもたちに伝える活動をさせるには、まずは紙とペンで構想を描いていくことからス
タートさせるとよいと言われています。

いきなりＩＣＴ機器を使ったり、ソフトを立ち上げて提示資料を作成するのではなく、個人
やグループで伝える目的や方向性のイメージを可視化することが、伝えるためには必
須です。

そのための補助教材として、ここに示すような「伝えるシート」を活用していく方法が考
えられます。

例として、中学校社会に関連させた「よりよい社会を目指して～持続可能な社会～」を
テーマにした伝える活動づくりを示したものです。

プレゼンテーションソフトで資料作成をする前に、シートに記入することで、伝える活動
全体のイメージをとらえやすくなり、追加修正する箇所を子どもが客観的に考えていく
ことができます。

また、指導者にとっても、伝えるためのアドバイス、評価などを明確に示すことができま
す。
（★）
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